









寵」を受ける者 (la Sœur Françoise) とそれを失う者 (la Sœur Angéli-












































































































































































































































この瞑想的な語り口はさらにつぎの 11 月 29 日（水）の手紙にひきつ
がれるとともに，展開をみせる。














のアンジェリックの書簡集22) には問題の disgrâce に触発されて同じころ




まり参考にならない。そこで，以下に 8 通すべて23) を訳出して，セヴィ
ニェ夫人の評価の正当性を判断する材料を提供したいと思う。

















































































































手紙 6 Madame la Duchesse de la Feuillade27)宛て，









































































































































道女の disgrâce / grâce 観の特徴を二，三指摘して，結論にかえることに
する。
まず第一に注目すべきは，「兄の disgrâce こそ真の grâce である」（手
紙 7）に集約される逆説的な見方である。いうまでもなく，これは単なる
言葉の遊びではない。セヴィニェ夫人をはじめとする人々にとって le

































最後に，全部で 5 回（手紙 2 に 2 回のほか，同 4，6，8）も出てくる











1) Montherlant : Port-Royal, in Théâtre, Bibliothèque de la Pléiade, 1972,
p. 912
2) André Blanc : Du roman au théâtre, Angélique de Saint-Jean à travers
Sainte-Beuve et Montherlant, Chroniques de Port-Royal No 34, pp. 47-60
3) モンテルランに助言を与えた Louis Cognet 師の編集で戯曲の版元 Gallimard
書店から 1954 年に刊行された。
4) モンテルランのこと。文集 Mors et Vita (1932) 所收の Explicit Mysterium
に由来する。
5) 拙稿『修道女の未刊書簡』,「立教大学フランス文学」20 号，215 頁参照。
6) Saint-Simon : Mémoires, Edition établie par Yves Coirault, Bibliothèque
de la Pléiade, 1983, tome I, p. 653
7) Sainte-Beuve : Port-Royal, Bibliothèque de la Pléiade, 1955, tome III, p.
28 なお，年金証書 brevet de retenue はポンポンヌ侯およびその遺産相続者
が後に彼の後任者に少なくとも同額を請求する権利を認めるものであった。こ
れが担保になり，この額までの借金が容易になった。cf. Madame de Sévigné :
Correspondance, Bibliothèque de la Pléiade, 1983, tome I, p. 1169
8) Saint-Simon, 前掲書，pp. 653-654
9) Cécile Gazier : Les Belles Amies de Port-Royal, Perrin, 1930, p. 157
10) Madame de Sévigné, 前掲書，tome I, p. 344
11) Madamede Sévigné, 前掲書，tome II, p. 739
12) Sainte-Beuve, 前掲書，tome III, p. 190
13) Saint-Simon, 前掲書，pp. 655-657
14) Emile Jacques : Les Années d’exil d’Antoine Arnauld (1679-1694), Biblio-
thèque de la Revue d’Histoire Ecclésiastique Fascicule 63 p. 114
15) 同上，p. 33
16) Madame de Sévigné, 前掲書，tome II, p. 740
17) 同上
18) 同上，p. 746
19) Duchesse de Lesdiguières, Paule de Gondi : ポール = ロワヤルの先代修道




22) Sainte-Beuve, 前掲書，tome II, pp. 735-736 note
23) ジレ嬢の手書き書簡の整理番号で CCCCXCII から CCCCXCIX までに相
当する。
24) Angélique Crespin du Vivier (?-1714)，夫の Jacques Angran (?-1674)，
Fontpertuis（ロワール河沿いの町ボージャンシー近郊）領主はメス高等法院の
評定官などを歴任した平貴族。彼女はポール = ロワヤル，特にアンジェリック
と親交があり，潜伏中の Antoine Arnauld に避難先を提供したことで知られる。
アンジェリックの書簡の名宛人として最も頻度が高い。
25) ポール = ロワヤルの信奉者として知られる公爵 Louis-Charles d’Albert de
Luynes (1620 ?-1690) の二人目の妻，Anne de Rohan (?-1684)。娘たちを修
練女としてポール = ロワヤル修道院に預けていたが，コルベール大臣の示唆で
3月に退去させたばかりだった。
26) ポール = ロワヤルの信奉者で，後に Val-de-Grâce 修道院に隠棲した。アン
ジェリックの文通相手の一人。





28) セヴィニェ夫人の手紙に関係づけられてはいないが，〔 〕内はサント = ブー
ヴに引用あり。前掲書，tome II, p. 735
29) Jean Bourgeois (1604-1687) ソルボンヌの神学博士。メルシ = ディユ修道院
長。ポール =ロワヤルの支持者として知られる。
30) アンジェリックは六歳からポール = ロワヤルで育ち，生涯俗世を知らずに終
わった。
31)〔 〕内の部分のみ控えめに注の形でサント = ブーヴに引用あり。前掲書，
tome II, pp. 735-736 note
32) ポール = ロワヤルを信奉する父の遺志で，早くから修道院に入れられ，アン
ジェリックの指導を受けたが，強制的に退院させられた。上記の拙稿『修道女
の未刊書簡』を参照のこと。
33) 上記の書簡集CCXIII，ペリエ夫人宛て，1671 年 11 月 23 日付け。
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